
V 推定第一次朝堂院地区東南隅の調査 彿 136次 )

推定第 1次朝堂院地 区では、 これ までに第 27・ 72・ 75・ 77・ 97・ 102・ 111・

117・ 119次 の発掘調査 を実施 してきた。 その結果 、 この地区の東半部 にお け る

遺構 の変遷 と南門の存在が明 らかになった。今回の第 136次調査 は、推定第 1次

朝堂院地区の東南隅の様相 についての知見 を得 るために実施 した ものである。調

査区は第 lH次 調査地の南約 240m、 第 119次調査区の東約80mの 位置で、南北約

40m、 東西約70mの 範囲である。 なお、調査 は1982年 1月 7日 に開始 し、現在最

終段階 に達 しているが、継 続 中 で あ る。 本 稿 は 3月 末 迄 に得 た所 見 に もとづ

き執筆 した ものである。

遺 構

調査区の現状 は、南部 に東西方向の道路 が走 り、その北側 には側溝が設 け られ

て、 さらにその北に接 して高圧電線が埋設 されている。現道路 は、旧農道の上に

盛土 を施 して造成 した もので、現道路下の旧道両側 には水田の境界杭が東西 に打

たれていた。旧水田はこの農道の南側 で一段 低 くなってお り、 また、土層観察用

に設 けた東側の畔 を境 に して、その東側で一段 低 くなっている。 したが って、発

掘 区内では東南 の一角が最 も低 くなっている。

宮造営以前の旧地形は、調査区内で北 か ら南へ向 って緩 やかに下降 し、 また東

に向 って も下降 して、推定第 2次朝堂院地区 との間の谷筋 へ と続 く。遺構 は後世

の削平 を うけているため、整地の区別 による時期区分ができず、床土下の近世陶、

器片 を包含するバ ラス層 を排除 したところでほぼ一様 に検 出 した。今回検 出 した

主 な遺構 は、掘立柱建物 1棟・ 掘立柱塀 5条・ 溝 6条・石組 の暗渠 1条 などであ

る。これ らの遺構 は 3時期 に大別で きる。

A期  この時期の遺構 には、溝 SD 3765・ 塀 SA 8410。 9199が ある。SD3765

は素掘 りの南北溝 で、幅は約 4mで ある。発掘区の北部 と南端で部分的に検 出 し、

この地区を南北 して貫流 していた ことがわか った。遺物 の出土 はみ られ ない。SA

8410は 、 SD 3765の 東約 17mに位置す る南北塀である。 掘 形のみで柱痕跡 もし
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くは柱抜き取 り穴が認め られ ないのは、第 111次調査 など今回の調査区の北で行

なった調査での所見 と同 じである。柱掘形 を掘削 した後 に計画変更があ ったので

あろう。 SA 9199は 東西塀である。 B期 の東西塀 SA 9201と 重複 してお り、柱痕

跡の有無 については未確認である。ただ し、第 119次調査の成果 によると、 SA

8410同 様、掘形を掘削 したが柱 を立てずに埋め戻 したもの らしい。 SA 8410と

SA 9199と は、推定第 1次朝堂院の東 と南 とを区画するために計画 したと考え ら

れる。

B tt SD 3765が 埋 め立て られ、推定第 1次朝堂院の東 を限る掘立柱南北塀 SA

5550と 、南を限 る掘立柱東西塀 SA 9201と によって、朝堂院の区画がで きる。

SA 5550の 東約 18mに は基幹排水路 と して、南 |ヒ 溝 SD 3715が 掘 られ る。SA

5550は 、従来の調査 によって 3時期の変遷が推定 されているが、今回の調査 区で

は後世の削平 によ リー番古い時期の掘形 と柱抜取 り穴 を検 出 したのみである。柱

間寸法 は約 3m(10尺 )で ある。 SA 9201は 朝堂院の南門 に取 り付 く東西塀であ

る。西の 4つ の掘形 には直径約 60 cmの 太 い柱根が残 っている。東 にい くに従 って

後世の上壊によって撹乱されている。SA 5550は SA 9201よ り南には延びないので、第

1次朝堂院の東南隅はこの 2つの塀によって閉 じられていたことが判明 した。SD 3715

は発掘区東端で検出 した。発掘区南端から約 12mで溝の幅が急 に広が っているので東

肩 は発掘 区外になる。溝は新旧二時期 あ り、旧溝 SD 3715 A・ Bは さらに二層の

堆積層 にわかれ る。旧溝の一部 には杭 と板 を用 いて簡単な護岸を施 していた。新

溝 SD 3715 Cは 、旧溝を埋 め立てた後、旧溝の西肩 に接 して掘 られたご く浅 い幅

lm前後の溝である。 SX 03は SD 3715に 架 け られた橋である。橋脚 2本 分を検

出 したが、流れの中程 に立 っている東の橋脚 の周囲 には細 い杭が打 ってあ り、木

質 の遣物が堆積 していた。

C期  第 1次朝堂院の東限が築地塀 に改作 された時期である。 SD 3715は この

時期 にも存続す る。東西溝 SD 9171は 南門の脇 か ら東へ流れ、 SD 3715に 流れ込

む。 その際 に、朝堂院の東根 を凝灰岩の石組暗渠 SX 05に よって通 り抜 けるので、

SA 5550は この時期 には築地塀 に作 り替え られて いるが、築地塀の痕跡は確認で
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きなか った。おそらく後世の削平 によ って消失 したのであろう。 SD 02は SA

5550の 東方約 6mの ところを南流 して東 へ斜行す る幅 3～ 4ポ の 素掘 りの溝で

ある。 SD 9171と SD 3715と を切 っているので、C期 の終 り頃 に掘 られた もので

あろう。 この溝か ら出土 した土器 は、平城宮土器編年Ⅳ期 の ものが多 く、第 V期

も少 し含 まれている。 これ以前の調査では SD 02は 検 出されていないので、発掘

区の北方で どのよ うに流れて いたのかは不明であ るが、奈良時代末の この地区の

様相 を考える上で興味が もたれ る。

以上 に述 べた遺構 の他 に、時期区分未定の南】ヒ棟掘立柱建物 S B 01と 南北溝 SD

07と があ る。 SB 01は 桁行 5間 (10尺 等間 )、 異間 2間 (7尺 等間)で 、妻柱が

SA 8410を 切 ってお り、その位置が SD 3715と SD 02と に規制 されているような

ので、 B期 または C期 に属 すると思 われ るが、建物の性格は不明である。 SD 07

も今回の調査で は じめて検出 した溝である。第 1次大極殿院の SB 7802の 東妻と

位置がほぼ一致す るが遺物 も少な く年代や性格は不明である。

遺 物

量的には瓦が圧倒的に多 く、軒瓦は三百点を越す。 SD 9171の 上層には藤原宮

式の瓦が一面 に埋 まっていた。その状況は第 119次 調査の場合と同 じである。完

形品 も多 く、短期間に廃棄 されて埋め られたようである。 SD 3715、 SD 02か ら

は平城宮瓦編年第 Ⅱ・ Ⅲ期の瓦が出上 した。

土器は主 と して SD 02か ら出土 し、 SD 3715か らもそれ に次 いで出上 したが、
ll

それ以外の出土数 はきわめて少量である。 SD 02か らは、「□川国」、「供養」、

「弾正 Jと 墨書 した須恵器片 と「忌 八□」 とヘラ書 した須恵器片が出上 した。

その他、完形に近 い奈良時代初期 に属す る須恵器 の甕や円面碩の破片 も出土。

木器では大型の シャモジや板材が出土 した。

木簡 は SD 3715か ら若千量出上 した。現在解読中であるが、「□部大蔵 /コ 部須

々支万 呂」 と人名を 2行書 に した ものや「少疏 日下部直三竪 □□」 、「□木屋坊

□」と記 した もの もある。
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ま と め

今回の調査区内は後世の削平 を うけていて、整地土層の違 いによる遺構の時期

区分は S D 3765以 外はできなか った。 しか し第 1次朝堂院地区の東南隅が東面 。

南面の二つの塀 によ って閉 じられ、東を限 る塀 は南に延 びない ことが明 らかにな

った。 また、第 lH次調査で検出された推定第 1次朝堂院東第二堂が南へどこまで

続 くのかは未確認であるが、今回の調査 によって、少な くとも朝堂院の南門を入

ってす ぐ東側の地域にはまった く建物がな く、広場のような状況であったことが

明 らかとなった。第 16・ 17次調査 により、平安宮朝堂院の応天門相当位置に門が

存在 しないことが確認 されているので、第 1次 朝堂院地区の朝堂区南方に朝集殿

があ ったとす ると、藤原宮の朝集殿のように朝堂の一郭の外に独立 して建 ってい

るの かもしれな い。朝 堂院の東 と南とを限る 2条の掘立柱塀 は、その造作か ら廃

絶状況 まで者 しく違 って いる。すなわち SA 5550 Aは 柱を抜き取 り、 SA 9201

は柱根が残存 している。また、両者の柱の間隔が異な ってお り、さらに SA9201

はその西半部 において布掘 り状の掘形 を もつ。宮造営に際 しての施工方法 につい

て も興味 ある知見が得 られたといえる。 また、今回新 たに検 出 した 2条 の溝 につ

いて も、奈良時代末頃の この地域の利用の し方 について考える上での好資料 と言

え、今後の調査の成果が期待 される。

次 数 調査位置と調査目的 検 出 遺 構 出 土 遺 物

第 131-1次 宮西北部・佐紀池西 表二Lか ら約40cllで地山
近世南北溝 1・ 東西溝 1・ 小ピット2

瓦 片

10 宮西北部 表土から約90cmで地山
柱穴状の土壊 1・ 小 ピット4

ナ シ

14
日 引ヒ迎 測i

第 129次調査区の西隣
振J二か ら約50cmで地山
東に向って段がついて下降する

ナ シ

15 宮中央北辺部 表土から約40cmで地山
近世円形土嬉 1・ 斜行溝 1・ 小ピット2

近世瓦片

大極殿の南 (東西 2ケ所) 毒紹ま3歯ワ靱F鞘ッ粍;継勘、ピット4 瓦片

東院北辺地区 表土から約35cmで地山
中世東西溝 1。 近世東西大溝 1

凡・導 。円磁蕎斥
土師器・須恵器片

北面大垣嬬地部分推定地 ド]五ご子まラ曼三L 卜15cm、】ヒ三G`よ 30-60cmマζ引也LIJ、中邑
14mの東西溝。南は地山削出の大垣か ? 瓦片 。上師器

冨北迎地区
市庭古墳の前方部

西では表土から5 cm、 東では30cmで 地山を確
認。古墳盛土なし。

瓦庁
須恵器 。土師器片

本文未収録の平城宮内発掘調査地の概要
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